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2018 年 1 月 1 日 に 副 学 長（ 教 育 担 当 ）に 、同 4 月 1 日 に 教 務 委 員 長 に 就 任 し て か ら 3 年 間 の

全 学 教 務 委 員 や 教 育 開 発 機 の 活 動 を 通 じ て 提 案 し た 教 育 施 策 の 実 施 状 況 を 概 観 し 、 今 後 の 課 題

に 関 し て 考 え る 。  

 

I. 「 教 育 施 策 に 関 す る 基 本 方 針 2020」（ 2018 年 11 月 27 日 決 定 ） の 大 項 目 一 覧  

1.  ク オ ー タ ー 制 の 推 進  

2.  講 義 と 演 習 の 適 切 な 配 置  

3.  科 目 の ス リ ム 化  

4.  科 目 配 当  

5.  成 績 評 価  

6.  CAP 制  

7.  シ ラ バ ス の 改 善  

8.  初 年 次 教 育 か ら 始 め る PBL 科 目  

9.  課 題 探 求 型 の ア ク テ ィ ブ ラ ー ニ ン グ (AL)を 全 教 養 科 目 に 導 入  

10.  す べ て の 学 生 に 実 用 英 語  

11.  体 育 科 目 を 選 択 必 修  

12.  「 卒 業 研 究 」 の ル ー ブ リ ッ ク の 検 討  

13.  卒 業 研 究 と 事 例 研 究 を セ メ ス タ ー 開 講  

 

II.「 教 育 施 策 基 本 方 針 2020-2」（ 2019 年 11 月 18 日 決 定 ） の 大 項 目 一 覧  

1.  副 専 攻 制 度 新 設  

2.  成 績 評 価 （ 追 試 験 制 度 、 複 数 教 員 に よ る 研 究 指 導 ）  

3.  成 績 の 基 準 化  

4.  GPA 算 出 方 法 の 変 更 （ 成 績 優 秀 者 の 追 加 的 履 修 推 奨 ）  

5.  GPA の 活 用 （ 大 学 院 科 目 の 先 行 履 修 へ の 活 用 ）  

6.  成 績 保 留 制 度 創 設 （ コ ロ ナ 下 で 実 施 は 延 期 ）  

7.  留 年 し た 者 の 後 期 か ら の 卒 業 研 究 着 手  

8.  成 績 上 位 者 の CAP 上 限 緩 和  

9.  授 業 評 価 ア ン ケ ー ト の 情 報 開 示  

10.  テ ィ ー チ ン グ ポ ー ト フ ォ リ オ の 活 用 （ 方 針 決 定 と 実 施 ）  

11.  ク ォ ー タ ー 制 の 学 則 明 記  

12.  数 理 ・ デ ー タ サ イ エ ン ス 教 育 の 検 討 （ 12 月 16 日 に 基 本 方 針 の 追 加 決 定 ）  

 

表 中 の 太 字 表 示 の 項 目 は 、 こ れ ま で に 実 施 さ れ て い る 項 目 で あ り 、 そ の 他 は 、 検 討 中 ま た は

未 実 施 項 目 で あ る 。I-10 の「 す べ て の 学 生 に 実 用 英 語 」に つ い て は 、外 国 語 共 通 教 育 セ ン タ ー ・

国 際 セ ン タ ー・教 育 開 発 機 構 で 時 限 的 な WG が 設 置 さ れ 、す で に 基 本 方 針 は 策 定 し て 具 体 策 の 一

部 実 施 と 最 短 で の カ リ キ ュ ラ ム 改 定 を 外 国 語 共 通 教 育 セ ン タ ー で 検 討 中 で あ る 。II-2 の「 成 績

評 価（ 追 試 験 制 度 、複 数 教 員 に よ る 研 究 指 導 ）」に つ い て は 全 学 的 に は 未 実 施 で あ る が 、学 部 ご

と に 一 部 実 施 さ れ て い る 。 II-10 の 「 テ ィ ー チ ン グ ポ ー ト フ ォ リ オ の 活 用 」 に つ い て は 、 全 教

員 が 作 成 し て 学 外 に 公 開 す る 大 学 方 針 は 決 定 し 、 年 度 内 の 実 施 が 検 討 さ れ て い る 。  

一 方 ， こ の よ う な 施 策 は ， 適 切 な 学 習 教 育 シ ス テ ム に 落 と し 込 む こ と に よ っ て ， 有 効 に 機 能
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す る ． 例 え ば ， CAP 制 に お け る 上 限 履 修 単 位 数 が 少 な く な る と ， 学 生 の 学 修 態 度 が 変 わ ら ず ，

教 員 の 教 授 ス タ イ ル に 変 化 が な け れ ば ， 結 果 と し て 留 年 す る 学 生 が 急 増 す る ． 教 育 改 革 と は ，

学 生 の 学 修 態 度 の 変 化 ， 教 員 の 教 授 の あ り 方 の 変 革 を 目 指 す も の で あ る ． そ の よ う な 変 化 を 前

提 と し な い 考 え は 捨 て 去 る べ き で あ る ． ま た 、 上 限 単 位 数 が 減 少 し て 履 修 の 自 由 度 が 下 が っ て

い る と い う 学 生 の 不 満 が あ る と 思 う 。こ れ に つ い て は 、専 門 科 目 の 卒 業 要 件 60 単 位 に 代 表 さ れ

る よ う な 、 科 目 区 分 ご と の 卒 業 要 件 に 早 急 に メ ス を 入 れ な け れ ば な ら な い 。  

学 修 成 果 の 可 視 化 を 推 進 す る う え で ， 学 習 教 育 プ ロ セ ス の 可 視 化 も ま た 重 要 で あ る ． 完 全 シ

ラ バ ス 及 び コ ン テ ン ツ の 開 示 と ク ラ ス 公 開 は ， 担 当 す る 教 員 と 履 修 す る 学 生 と の 閉 じ た 空 間 で

あ る 教 室 を ， 他 の 学 生 や 教 職 員 に オ ー プ ン に す る 施 策 で あ る ． コ ロ ナ 対 応 の な か で 、 授 業 の 動

画 記 録 と 学 内 開 示 が 進 め ら れ て い る が 、 実 施 率 は 50%程 度 で あ り 、 そ の 活 用 に つ い て は 、 教 育

開 発 機 構 の 施 策 に ゆ だ ね る こ と な く 、 各 学 部 学 科 等 で 積 極 的 に 活 用 方 策 を 検 討 す る こ と が 望 ま

れ る 。  

他 大 学 に 後 れ を 取 っ て い た 教 育 改 革 の 加 速 が 使 命 で あ る と の 認 識 で 、SD-PBL の 全 学 導 入 や 全

学 ポ リ シ ー の 策 定 か ら 始 ま っ て 、 多 く の 施 策 が 実 施 さ れ て い る 。 ク ォ ー タ ー 制 の 完 成 、 科 目 の

ス リ ム 化 、 副 専 攻 の 実 施 、 GPA の 活 用 な ど 、 い わ ゆ る 教 育 小 道 具 が そ ろ っ て き た と 思 う 。 台 風

に 伴 う 内 水 氾 濫 と COVID-19 と い う 二 つ の 異 常 事 態 が 立 て 続 け に 襲 っ た 稀 有 な １ 年 数 か 月 の な

か で は 、 学 長 の リ ー ダ ー シ ッ プ と 現 場 教 員 の 思 い の 狭 間 に あ っ て 、 多 く の 迷 い 、 悩 み を 日 ご と

夜 ご と 抱 え な が ら も 、教 職 員 の 皆 様 の 献 身 的 努 力 に 支 え ら れ て 乗 り 切 っ て き た 。学 生 た ち の「 公

正 ・ 自 由 ・ 自 治 」 を 具 現 化 し た よ う な 共 助 ・ 自 助 活 動 に も 感 銘 を 受 け た 。  

下 図 に 示 す よ う に 、 わ が 国 で は ， 明 治 維 新 で 近 代 化 を 急 い だ た め に ，「 社 会 」 お よ び 「 個 人 」

と い う 概 念 が 輸 入 さ れ た が ，一 神 教 が 普 及 し な か っ た た め に ，「 個 人 」が 確 立 さ れ ず ，伝 統 的 な

価 値 観 が 温 存 さ れ た 結 果 ，「 世 間 」と い う 西 欧 や 近 代 国 家 に は 見 ら れ な い ユ ニ ー ク な「 組 織 」が

残 る こ と に な っ た ．「 世 間 」 と は ，「 社 会 で は な く ， 自 分 が 加 わ っ て い る 比 較 的 小 さ な 人 間 関 係

の 環 」 で あ る と い わ れ る 。 今 更 反 省 し て も 遅 い が 、 私 自 身 の 在 職 時 の こ れ ま で の 言 動 を 振 り 返

る と 、 こ の 種 の 組 織 や 人 間 関 係 を 忖 度 し て 、 言 う べ き こ と ・ や る べ き こ と に 封 印 し た こ と は 多

い 。 意 識 的 に 「 世 間 」 と し て の 特 性 に 封 印 を し て ， 多 様 な 意 見 を 認 め 合 い ， そ の 中 か ら リ ー ズ

ナ ブ ル な 結 論 を 導 い て ゆ く 努 力 が 足 ら な か っ た と 思 う ． 組 織 の リ ー ダ ー や 組 織 を マ ネ ジ メ ン ト

す る 立 場 の 人 間 は 、 そ の よ う な 弱 さ を 日 本 人 は 持 っ て い る こ と を 意 識 し て 組 織 運 営 に 当 た ら な

け れ ば な ら な い 。  

大 学 に お い て 学 長 の ガ バ ナ ン ス 、 ト ッ プ リ ー ダ ー シ ッ プ の 重 要 性 に つ い て は 疑 問 は な い が 、

個 々 の 教 職 員 ・ 学 生 、 学 部 学 科 等 の そ れ ら に よ り 構 成 さ れ る 組 織 は 、 建 学 の 精 神 の 「 自 治 」 を

と り わ け 重 視 し 、「 世 間 」と い う 呪 縛 か ら「 自 由 」で あ り 続 け 、ト ッ プ リ ー ダ ー シ ッ プ を 待 つ ま

で も な く 、 学 部 学 科 等 が 自 律

的 に 「 公 正 ・ 自 由 ・ 自 治 」 を

具 現 化 す る 東 京 都 市 大 学 で あ

っ て ほ し い と 思 う 。  

参 考 図 書 ： 阿 部 謹 也 「 世 間 と

は な に か 」（ 講 談 社 現 代 新 書 ） 


